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小池勇（1854～1940）は、可児郡池田町屋村（現・多治見市池田町）出身の人物です。自由民権運動に奔走するなか、「静岡事件」に

より投獄され、11年間を北海道空知の監獄で過ごしました。出獄後は、池田村政に尽くし、また岐阜県議会議員や議長も務めました。

明治８年（１８７５）苟新学校（現・池田小学校）　

　の教師となり、教育の現状を訴えるなど熱心に仕

　事にあたります。政治への思いを強くした勇は職

　を辞し、各地で演説会を開いたり、政論雑誌の発

　行をはじめます。

明治16年（1883）

養正学校長時代の勇

安政元年（１８５４）池田町屋の医師の家に生まれ

ました。１２歳の時、医学の勉強のため医塾に

入ります。国を正す維新の志士に憧れてい

た勇は、祖父の反対にあいながらもほと

んど身一つで上京し、勉強を重ねました。
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明治１７年（１８８４）養正学校（現・養正小

学校）の校長に就任しますが、自由民権運動に

ますますのめりこんでいきます。大臣暗殺を企

てた「静岡事件」の謀議に加わり逮捕、１１年

間を北海道空知の監獄で過ごしました。
　　出獄後は、乞われて池田村の村長となります。　

　５０歳の時、岐阜県議会議員に当選し、議長も務　

　めました。４年後、再び池田村長に任じられ、以　

　後２２年間を池田村政に捧げました。

　　　　　　　　　明治15年（1882）

勇らの発行した政論雑誌『学事新報』

　　　　　　　　　　　　明治40年（1907）

池田村長の勇から出された「就学猶予申請」

「医ハ一身ヲ救治スルニ止テ
  天下ノ病ヲ医スルニ足ラズ」

静岡事件の発覚

　　　　　そして投獄

村政への献身

　　　県政への意欲

「大ニ時事ニ感スル所アリテ、
　　　　　　　断然職ヲ辞ス」

おおい

～医学は一人の身を助けるのみで

天下国家の間違いを正すことはできない～

とどまりきゅうじ

～ 自由民権運動へ ～

こうしん

そらち


